
大規模災害時の重要施設への燃料供給について 

 

１ ． 趣  旨 

 大規模災害時において、 県民の生命や生活の維持、 ラ イ フ ラ イ ン 等の迅速な応急復旧を

図る ため、 業務を 継続する こ と が必要な施設のう ち、 自家発電施設等の備蓄燃料が枯渇、

又は枯渇する 恐れがあ る 場合に優先供給し なければなら ない施設を 重要施設と 定める と と

も に、 石油燃料供給対策の手順を 定め、 関係者間で情報共有を 図る 。  

 

２ ． 重要施設の定義 

① 病院、 有床診療所、 人工呼吸器等の生命維持装置及び透析装置を 継続し て稼働さ せる

必要があ る 診療所、 休日夜間急患診療所並びに青森県赤十字セン タ ー 

② 特別養護老人ホ ーム 等の福祉施設 

③ 避難所に指定さ れている 施設 

④ 上下水道施設、 ご み処理施設、 通信施設等の県民生活の維持を 図る ために必要な施設 

⑤ ダム 等停電によ り 災害の防止が不可能と なる ため、 継続し て通電する 必要があ る 施設 

⑥ 公共交通機関及び支援物資等の運搬を 主な目的と し て運行さ れる 車両の事業所 

⑦ 消防・ 警察等の災害対策業務を 行う 施設 

⑧ 県及び市町村の災害対策業務等を 行う 施設 

 ⑨ その他、 青森県災害対策本部等が必要と 認めた施設 

 

３ ． 重要施設の役割 

 ① 重要施設は、 大規模災害時においても 業務を 継続でき る よ う 、 自家発電設備の整備に

努める 。  

 ② 重要施設は、 自家発電用燃料等の備蓄に努める 。  

 ③ 重要施設は、 災害時の燃料対策について、 平時から 通常取引のあ る 給油所等と 調整を

行っ ておく 。  

 

４ ．重要施設への燃料供給対策（ 全体の 流れは 、 別添「 重要施設への 優先給油に つい て 」 の と おり ） 

 ① 重要施設が３ ． 重要施設の役割の対策を 行っ ても 燃料が枯渇し 、 又は枯渇する 恐れが

ある 場合、 県は供給を 受けよ う と する 者から の要請に応じ 、 青森県石油商業協同組合・

青森県石油商業組合（ 以下、「 県石商」 と いう 。） 又は内閣府に対し 、 燃料供給の協力要

請を 行う 。  

② 県石商は、 県から 協力要請があ っ た場合、 組合員の給油所等に燃料供給を 依頼する 。  

 ③ 石油燃料の供給に要し た費用は、 原則、 供給を 受けた者が負担する こ と と する 。  

 ④ 燃料供給を 受けた者は、 当該供給事業者と その供給に要し た費用及び支払方法につい

て協議のう え、 速やかに支払う も のと する 。  
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５ ． 燃料供給を 受けよ う と する 者の手続き  

（ １ ） 民間施設及びその他の施設 

   当該施設運営者は、 斡旋要請書（ 様式１ ） を 青森県災害対策本部統括調整部対策班石

油担当（ 以下「 対策班石油担当」 と いう 。） へ提出する も のと する 。  

（ ２ ） 市町村施設、 一部事務組合施設、 広域連合施設（ 市町村等）  

   市町村等は、 それぞれの地域防災計画に基づき 石油燃料を 調達する も のの、 それでも

石油燃料が不足し 又は確保でき ない場合は、 斡旋要請書（ 様式２ ） を 、 所管施設分を 取

り ま と めのう え、 対策班石油担当へ提出する も のと する 。  

（ ３ ） 県施設（ 警察、 教育委員会を 含む）  

   当該施設運営者は、 供給要請書（ 様式３ ） を 対策班石油担当へ提出する も のと する 。  

 

６ ． 要請書の提出方法 

 ① 各施設運営者は、 原則Ｆ Ａ Ｘ によ る 提出と し 、 電子メ ールも 可能と する 。 提出後は、

受信確認の電話連絡を 行う 。 こ れら が使用でき ない場合は、 電話によ る 要請も 可能と す

る 。  

 ② なお、 停電等によ り Ｆ Ａ Ｘ が使用でき ない場合は、 所在市町村の青森県防災情報ネッ

ト ワ ーク を 利用する こ と も 可能と する 。  

 

７ ． 優先供給の決定 

① 経済産業政策班は、別紙「 重要施設への優先供給に係る 基本的方針（ 原案）」を 踏ま え、

重要施設への優先供給に係る 基本的方針案を 策定し 、 青森県災害対策本部に提出する 。  

② 対策班石油担当は、 要請書の内容を 確認し 、 青森県災害対策本部が決定し た石油燃料 

供給の基本的方針に基づき 燃料の配分案を 検討する 。  

③ 対策班石油担当は、 ②の結果を 経済産業政策班に連絡する 。  

④ 経済産業政策班は、 県石商・ 石油連盟と 調整し 、 優先供給を 決定する 。  

なお、 在庫量等を 勘案し 、 必要に応じ て内閣府への要請を 行う 。     

⑤ 例外的取扱いを 求める 要請については、 その可否について青森県災害対策本部統括調

整部対策班で判断し 、 優先供給が必要と 認めら れる 場合は②～④に準じ て決定する 。  

   なお、 認めら れない場合は、 当該燃料供給を 受けよ う と する 者に対応でき ない旨を 説

明し 、 理解を 得る 。  

⑥ 経済産業政策班は、 優先供給を 決定し た場合、 燃料供給を 受けよ う と する 者に対し 、

その旨通知する 。  

 

８ ． 事前対応事項 

県は、 重要施設及び県石商・ 石油連盟と 予め連絡先、 連絡手段及び情報収集の方法等を

確認し ておく 。  


